
 

 

 

 

 

 

各内容の(1)生活や社会を支える技術では，材料と加工，生物育成，エネルギー変換，情報の技術の科学的な

原理・法則と基礎的な技術の仕組みの理解を目指します。しかし，例えば，木材や木質材料の名称の指導，育成

管理の方法，負荷の種類，情報技術の用語のような，個別の知識を覚えさせようと頭を悩ませ，その指導に

一定の時間を費やしてしまったという話も聞きます。 

そこで，生活や社会を支える技術についての理解を深める学習活動の工夫の事例を紹介します。 

 
 技術の科学的な原理・法則と基礎的な技術の仕組みの理解ってなに？ 

生活や社会を支える技術で学ぶ科学的な原理・法則や基礎的な技術の仕組みの理解とは，中学校学習指導

要領（平成２９年３月告示）解説技術・家庭編では次の表１のように例示されている。 

表１ 学習指導要領解説に例示されている科学的な原理・法則，基礎的な技術の仕組みと，その習得を促す学習活動の例 

指導 
事項 

知識及び技能の内容 
学習活動の例 

科学的な原理・法則 基礎的な技術の仕組み 

Ａ（１）ア 

 材料や加工の特性等の原理・法則 
（材料の特性，部材の構造，加工の
特性等） 

 材料の製造・加工方法等の基礎的な技術の
仕組み 
（材料の組織を改良する方法，材料を成形
する方法，加工の方法等） 

身の回りの製品，構造物に
用いられている材料と加工の
技術や，伝統的な材料と加工
の技術の仕組みを調べる活動 

Ｂ（１）ア 

 育成する生物の成長，生態の特性等
の原理・法則 
（生物が成長する仕組み，生物の分類・
育種，生理・生態の特性等） 

 育成環境の調節方法等の基礎的な技術の
仕組み 
（光，土壌や培地，気温や水温，湿度，肥料や
養液，衛生といった育成環境を調節する方法
等） 

家庭菜園で用いられている伝
統的な技術や，産業で用いら
れている単作生産，植物工場，
農林水産業や海洋産業に用い
られている生物育成の技術の
仕組みを調べる活動 

Ｃ（１）ア 

 電気，運動，熱の特性等の原理・法則 
（エネルギーの変換，効率及び損失の
意味，電気に関わる物性，電気回路
及び電磁気の特性，機械に関わる
運動，熱及び流体の特性等） 

 エネルギーの変換や伝達等に関わる基礎的
な技術の仕組み 
（自然界にあるエネルギー源から電気エネル
ギーや力学的エネルギーへの変換方法，電気
エネルギーの供給と光，熱，動力，信号等への
変換方法，力学的エネルギーの多様な運動の
形態への変換と伝達方法，共通部品や製品
規格等の役割等） 

 保守点検の必要性 
（安全で正しい使用方法を守ること，保守
点検が必要であること） 

身の回りの家電製品やシステ
ム，交通機関，産業機械に用い
られているエネルギー変換の
技術の仕組みを調べる活動 

Ｄ（１）ア 

 情報の表現，記録，計算，通信の特性
等の原理・法則 
（二値化して表現していていること，
単純な処理を組み合わせて目的とす
る機能を実現していること，２進数や
１６進数等による計算及び記録，通信
の特性等） 

 情報のデジタル化や処理の自動化，システム
化，情報セキュリティ等に関わる基礎的な技術
の仕組み 
（信号の伝達経路や変換の方法，プログラム
による処理の自動化の方法，システム化の
方法等） 

 情報モラルの必要性 
（情報に関する技術を利用場面に応じて適正
に活用する能力と態度を身につける必要性，
情報セキュリティの仕組み） 

情報の処理や提供を行うサー
ビスや，システムに用いられて
いる情報の技術の仕組みを
調べる活動 

※上表は学習指導要領解説の内容を大まかに整理したものである。 

 

 

ここには，木材，金属，プラスチックといった，個別の名称や知識

が例示されていない。例えば，材料の特性等の原理・法則とは，図１

のような，どの材料にも共通する事柄のことを示しており，技術の

仕組みも同様である。 

 

図１ 材料の特性等の原理・法則のイメージ 



 

 

 

 具体的にどんな授業をしたらいいの？ 
科学的な原理・法則と基礎的な技術の仕組みの理解を深めるためには，例えば，次のような工夫を取り入れ

た授業が考えられる。 

【工夫１】 新たに得た知識と既存の知識や経験とを関連付ける工夫 

【工夫２】 関連する事項同士を整理して，共通する事柄を見いだしたり，体系化したりする工夫 

【工夫３】 各項目の事項の相互に有機的な関連を図り，系統的に理解を図る工夫 

これらの工夫は，生徒に深い理解を促すだけでなく，個別の名称やその内容を指導する授業に比べて費やす

時間数を削減し，各内容の（２）技術による問題の解決の配当時数の増加につながることが期待できる。 

以下に，３つの工夫を取り入れた授業の事例を紹介する。 

 

 

第２学年 内容「Ｃ エネルギー変換の技術」（１）  

目的：力学的エネルギーの多様な運動の形態への変換と伝達方法に関する基礎的な技術の

仕組みの理解 

学習課題：身近な装置の仕組みを小学生が理解しやすいように説明する 

 
１時間目（前半） 
授業の冒頭，新たに学ぶ動力伝達

の機構について，教科書や動画コン

テンツを活用し，簡単な例を挙げなが

ら，運動を伝達するとはどういうこと

か理解させる。なお，歯車やカム機構

等の個別の知識には触れない。 

１時間目（後半）〜２時間目（前半） 
次に，以下の学習課題を提示する。 

 身近な装置の仕組みを教科書

やインターネット等で調べ，図

と文章で説明する 

 小学生にも分かりやすく説明

する 

 説明レポートの作成時間は７５

分程度 

生徒は小学生にも分かる説明とす

るため，インターネット検索等で出て

きた内容をただ書き写すのではな

く，運動が伝達される仕組みを理解

した上で，平易な言葉やわかりやすい

図で説明しようとする。その中で，

調べて新たに得た知識を，学習した

内容や自分が見たり聞いたりした

経験と関連付けることで，基礎的な

技術の仕組みの理解が進む。 

２時間目（後半） 
各自が完成させたレポート（図２）

について，生徒相互に見せ合って

共有し，様々な装置における運動の

形態の変換と伝達方法について理解

を深める。  

【工夫１の事例】 身近な装置の仕組みを小学生に説明しよう！ 

２時間 

図２ 仕組みを調べるレポート課題の例 



 

 

 

 

 

第１学年 内容「Ａ 材料と加工の技術」(１)  

目的：材料の力学的な性質といった材料の特性についての原理・法則の理解 

学習課題：身近な材料の種類や利用例と，その材料が使われている理由を調べて共有する 

 
１時間目 
身近な材料を見つける活動を通して，製品や構造物には材料

の特性等が生かされていることに気付かせる。続いて木材を例

に，実物に触る活動などを通して，材料の組織や特性等について

理解させる。 

２時間目 
金属やプラスチック等の材料の特徴を簡単に説明した後，班

ごとに材料の種類と利用例を調べ，その材料が利用されている

理由を話し合う（図３）。次に，話し合った内容について，一人一台

端末と学習支援システムを利用してクラス全体で共有する。そし

て，様々な材料の特徴を整理し，共通する事柄を見いださせ，

材料の特性を理解させる。 

３時間目 
構造の特性や加工の特性について説明した後，身近な製品や

構造物に利用されている材料や加工法の工夫について，各自で

レポートを作成させる（図４）。前時までに理解した材料の特性を

踏まえ，材料の選び方の工夫とその理由及び，着目した構造，

加工法の工夫とその理由を調べて，まとめる活動によって，材料

の知識が体系化され，理解が深まる。 
 

 
 

学習活動で使える情報機器や情報の技術は，内容Ｄの内容項目に関わるものが多くある。次の表２に示すように，

学習活動の中で情報機器や情報の技術を活用する場面を設定することにより，その学習内容の理解を深めながら，

内容「D 情報の技術」の内容の理解につながる経験を積ませることが可能となる。 

表２ １人１台端末を使った学習の事例と情報の技術との有機的な関連の例 

１人１台端末の利用経験を
関連させる事例 

内容 
「Ａ材料と加工の技術」での事例 

内容 
「Ｂ生物育成の技術」での事例 

内容 
「Ｃエネルギー変換の技術」での事例 

 端末の起動時に，ログイ

ンＩＤとパスワードを入

力する場面 

→情報セキュリティの

仕組みの理解に関連 

 作成したデータを保存

する場面，クラウドに保

存する場面 

→情報の記録，通信の

特性の理解に関連 

 ３ＤＣＡＤで構想を具体化する

場面，数値による設定や処理の

やり直し・修正等が容易である

ことを体験する場面 

→情報の計算及び記録の特性

の理解や，デジタル化の理解

に関連 

 等角図や第三角法による正投

影図の読み取り方・かき表し方

を踏まえて，３ＤＣＡＤ上での立

体の見方や構想のまとめ方を

理解する場面 

→情報の表現の特性の理解に

関連 

 ３Ｄプリンタは，センサなどの入

力装置やアクチュエータなどの

出力装置がコンピュータで制御

されていることを知る 

→自動化やシステム化の理解

に関連 

 生物の成長記録を１人１台端

末で撮影・記録・蓄積すること

で，変化を捉えやすくする場

面 

→デジタル化の理解や，情報

の表現・記録の特性の理解

に関連 

 センシング技術を利用し測定

したデータから，計算したり

予測したりする場面 

→デジタル化の理解や，プロ

グラムによる処理の自動

化の理解に関連 

 シミュレータで電流値・電圧値，ＬＥ

Ｄの明るさ等を自動的に計算でき

るようにする場面 

→情報の計算の特性の理解に関連 

 シミュレータで危険な回路であると

判断できるようにする場面 

→プログラムによる処理の自動化

の理解に関連 

次ページからの内容ＡからＣの（２）技術による問題の解決の事例も，この視点も意識して読むとより理解が深まる。 

【工夫２の事例】 身近な材料の種類と利用例を調べてみよう！ 

３時間 

図３ 材料の特性等を調べる学習活動例 

図４ 材料や加工法の工夫を調べるレポートの例 

【工夫３の事例】 情報機器や情報の技術を積極的に取り入れる 


